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光ファイバケーブル

仕　　様　　書

1．適用範囲

・本仕様書は、層型メタリック光ファイバケーブル（1～12心）について規定する。

1－1　関連規格

①J t S C

②JIS C

③JIS C

④JIS C

⑤JIS C

⑥J t S C

⑦J t S C

6820

6832

6822

6823

6824

6831

3005

「光ファイバ通則」

「石英系マルチモード光ファイバ素線」

「マルチモード光ファイバ構造パラメータ試験方法」

「光ファイバ損失試験方法」

「マルチモード光ファイバ帯域試験方法」

「光ファイバ心線」

「ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法」

1－2　型名表示例

CT－G62－01－LA P

①　②③　　④　　⑤

①：層型ケーブル

②：G暮型

③：コア径（62．5〟m）

④：光ファイバ心線数

⑤：LAPシース

2．構造

211　光ファイバ心線

表1．光ファイバ心線の構造（662）

項　　　　 目 仕　　　　　　 様

材質 （ファイバ種別） 石英系ガラス （G t）

コ　 ア　 径 6 2 ． 5 ± 3 〟m

クラツ ド径 1 2 5 ± 2 〟m

N A 0 ． 2 7 5 ±0 ． 0 1 5

コア／クラツ ド偏心率 3 ％以下

コア非円率 6 ％以下

クラツ ド非円率 2 ％以下

被　　 覆 シリコン及びポ リアミ ド樹脂 （外径 ：0．9±0．1mm）
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表2．光ファイバケーブルの構造

2－2　光ファイバケーブル

項　　　　 目 仕　　　　　　 様

テンションメンバ 標準径2 ．3 m m の防錆処理鋼線 （被覆付き）

集　　　 合
テンションメンバの周囲に光ファイバ心線及び

介在紐を集合し、更に、緩衝材を挿入する。

押　 え　 巻 プラスチックテープ等で押え巻きする。

外　　　 被 標準厚1 ．7 m m の黒色L A P シース

標 準外 径 1 1 m m

概 算 質量 1 2 0 k g ／k m

国中の数字は、光ファイバ心線番号を示す。

図1．光ファイバケーブル構造図

表3．光ファイバ心線の配列及び識別

光 ファイバ

心 線 数

光　 フ　 ァ　 イ　 バ　 心　 線　 番　 号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 青 － － － － － － － － － － －

2 青 － － － － － 黄 － － － － －

3 青
－ － －

黄 － － － 緑 － － －

4 青
－ －

黄
－ －

緑 － － 赤 － －

5 青 － 黄 － 緑 － －
赤
－
紫
－ －

6 青 － 黄 － 線 － 赤 － 紫 － 白 －

7 青
－
黄
－
緑 赤

－
紫 － 白 － 青

8 青 黄
－
緑 赤

－
紫 自

－
青 黄 －

9 青 黄 緑 －
赤 紫 白

－
青 黄 緑

－

1 0 青 黄 緑 赤 紫 － 白
青 黄 緑 赤 －

1 1 青 黄 緑 赤 紫 白 青 黄 緑 赤 紫 －

1 2 青 黄 緑 赤 紫 白 青 黄 緑 赤 紫 赤

（－）は介在紐を示し、必要に応じ増減する。
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表4．光学的特性（662）

3．特性

項　　　　 目 仕　　　　　 様

伝 送 損 失 3 ． 5 d B ／ k m 以下 （入＝850 n m 、 ＊ 1 ）

1 ． O d B ／ k m 以下 （A ＝ 1300 n m 、 ＊ 2 ）

伝 送帯域 （＊ 3 ） 2 0 0 M H z ・k m 以上 （A ＝8 50 n m ）

5 0 0 M H z ・k m 以上 （入＝ 1300 n m ）

（＊1）ケーブル長（L：km）により、以下の式を適用する。

1≦L　　　　：3．5L（dB以下）

0．2≦L＜1　：3．375L＋0．125（dB以下）

しく0．2：0．8（dB以下）

（＊2）ケーブル長くL：km）により、以下の式を適用する。

1≦L　　　　：1．OL（dB以下）

0．2≦L＜1　：0．875L＋0．125（dB以下）

しく0．2：0．3（dB以下）

（＊3）ケーブル長くL：km）により、以下の式を適用する。

1≦L　　　　：（表4の値）／L　　（MHz以上）

0．4≦L＜1　：（表4の値）／LO・5（MHz以上）

しく0．4：（表4の値）／0．40・5（MHZ以上）

ただし、測定値の限界は1GH zとする。

表5．機械特性

項　　　　 目 仕　　　　　 様

許　容　 張　 力 （＊4 ） 1 ． 6 3 k N 以下

許容曲げ半径 （＊4 ）　布 設 時

ケーブル外径の 2 0 倍以上

固　 定　 時 ケーブル外径の 1 0 倍以上

（＊4）上記値にて布設後、伝送損失値を満足すること。

4．標識

ケーブル外被上に「製造社名（略号）　製造年　光ファイバケーブル　G62．5／125」

及び1m毎にレングスマークを連続印刷する。
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5．端末処理

ケーブルの両端は湿気の浸入を防ぐため、キャップを用いて密閉する。

（300mを超えるものは、巻終端に引張端末処理を施す。）

6．荷造り、表示

ケーブルは一条ごとに束取り、又はドラムに巻き、運搬、保管に耐えるような荷造りを

する。また、特に指定がない場合は巻き終りの配列方向は問わない。

なお、50m以下のケーブルは束取を標準とする。

梱包には、次の事項を表示する。

（1）品名又は略号

（2）条　長

く3）製造社名又はその略号

（4）製造年月

（5）その他必要事項

7．取扱い上の注意

（1）保管時

・ドラムは横積みしないようにしてください。

・防水のため、作業時以外はケーブルの両端末を密封してください。

（2）延線時

・ケーブル布設前にドラムのボルトにゆるみがないことや釘などが出ていないことを確認

してください。

・ケーブル布設時は、ドラム巻き始め端の方縛や保護カバーをはずし、巻き始め端をフリーな

状態にしてください。また、ドラムの回転により巻き始め端よりケーブルが突き出てくるこ

とがありますので、その際は突き出たケーブル部を保護しながら作業願います。

・ケーブルには、許容曲げ半径以下の曲がりやキンク（局所曲げ）が生じないようにしてく

ださい。

・ケーブルは、許容張力以上の力で牽引しないでください。

・ケーブルを架設するときは、風圧荷重を考慮して架設条件を設定してください。

・布設時にケーブルを捻回させないようにしてください。

（3）設置時

・クロージヤへのケーブルの固定は、クロージヤの取り付け工法に従い、テンションメンバ

や外被を確実に固定してください。

・ケーブル内の金属休は、帯電することがありますので適切な処置を施すようお願いします。

・光ファイバは、先端が鋭いので取扱いにご注意願います。
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光ファイバケーブル

仕　　様　　書

1．適用範囲

本仕様書は、層型メタリック光ファイバケーブル（1－12心）について規定する。

1－1　関連規格

①JIS C

②JIS C

③JIS C

④JIS C

⑤JIS C

⑥JIS C

6820

6835

6825

6823

6831

3005

「光ファイバ通則」

「石英系シングルモード光ファイバ素線」

「シングルモード光ファイバ構造パラメータ試験方法」

「光ファイバ損失試験方法」

「光ファイバ心線」

「ゴム1プラスチック絶縁電線試験方法」

1－2　型名表示例

CT－SMO4－01－LA P

①　②　③　④　　⑤

①：層型ケーブル

②：SM型

③：伝送損失（04：0．4dB／km）

④：光ファイバ心線数

⑤：LAPシース

2．構造

2－1　光ファイバ心線

表1．光ファイバ心線の構造（SMO4）

項　　　　 目 仕　　　　　　 様

材質 （ファイバ種別） 石英系ガラス （S M ）

モー ドフィール ド径 9 ． 2 ± 0 ． 7 〟m

クラツ ド径 1 2 5 ± 1 〟m

ケーブルカッ トオフ波長 1 2 6 0 n m 以下

モー ドフィール ド偏心量 0 ． 8 〟m 以下

クラツ ド非円率 2 ％以下

被　　 覆 シリコン及びポリアミ ド樹脂 （外径 ：0．9±0．1mm）
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表2．光ファイバケーブルの構造

2－2　光ファイバケーブル

項　　　　 目 仕　　　　　　 様

テンションメンバ 標準径2 ．3 m m の防錆処理鋼線 （被覆付き）

集　　　 合
テンションメンバの周囲に光ファイバ心線及び

介在紐を集合し、更に、緩衝材を挿入する。

押　 え　 巻 プラスチックテープ等で押え巻きする。

外　　　 被 標準厚1 ．7 m m の黒色 L A P シース

標 準外径 1 1 m m

概 算質量 1 2 0 k g ／k m

／

＼

＼＿一一一一一一一光ファイバ心線又は介在紐

′
′ヤ
／

ノ緩衝材

－テンションメンバ

ーー押え巻

外　被

国中の数字は、光ファイバ心線番号を示す。

図1．光ファイバケーブル構造図

表3．光ファイバ心線の配列及び識別

光 ファイバ

心 線 数

光　 フ　 ァ　 イ　 バ　 心　 線　 番　 号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 五日 － － － ー － － － － － － －

2 皇日 － － － － －
黄 － － － － －

3 左目 － － －
黄 － － －

緑 － － －

4 去月 － －
黄 － － 緑 － －

赤 － －

5 ．∃巨．日 － 黄 － 緑 － －
赤 － 紫 － －

6 青 － 黄 － 緑 －
赤 － 紫 －

白 －

7 五
日 －

黄 － 緑
赤 － 紫 － 白 －

五円

8 主日 黄 － 緑 赤 － 紫
白 － 主日 黄 －

9 青 黄 緑 － 赤 紫 白 －
主日 黄 緑 －

1 0 土日 責 緑
赤 紫 － 自 主日

黄 緑 赤 －

1 1 主日 黄 緑
赤 紫 白 主日 黄 緑

赤 紫 －

1 2 青 黄 緑 赤 紫 白 五日 黄 緑
赤 紫 赤

（－）は介在紐を示し、必要に応じ増減する。
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表4．光学的特性（SMO4）

項　　　 目 仕　　　　　 様

伝 送 損 失 0 ．4 d B ／ k m 以下 （入＝1310 n m 、＊1 ）

（＊1）ケーブル長（L：km）により、以下の式を適用する。

1≦」　　　　：0．4し　くd B以下）

0．2≦しく1　：0．25」＋0．15（d B以下）

」＜0．2：0．2（d B以下）

表5．機械特性

項　　　 目 仕　　　　　 様

許　 容　張　 力 （＊2 ） 1 ． 6 3 k N 以下

許容曲げ半径 （＊2 ）　布 設 時

ケーブル外径の2 0 倍以上

固　 定　 時 ケーブル外径の 1 0 倍以上

（＊2）上記値にて布設後、伝送損失値を満足すること。

3．特性

4．標識

ケーブル外被上に「製造社名（略号）製造年　光ファイバケーブル　SM」及び

1m毎にレングスマークを連続印刷する。

5．端末処理

ケーブルの両端は湿気の浸入を防ぐため、キャップを用いて密閉する。

（300mを超えるものは、巻終端に引張端末処理を施す。）

6．荷造り、表示

ケーブルは一条ごとに束取り、又はドラムに巻き、運搬、保管に耐えるような荷造りを

する。また、特に指定がない場合は巻き終りの配列方向は問わない。

なお、50m以下のケーブルは束取を標準とする。

梱包には、次の事項を表示する。

（1）品名又は略号

（2）条　長

（3）製造社名又はその略号

（4）製造年月

（5）その他必要事項
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7．取扱い上の注意

（1）保管時

・ドラムは横積みしないようにしてください。

∫　防水のため、作業時以外はケーブルの両端末を密封してください。

（2）延線時

・ケーブル布設前にドラムのボルトにゆるみがないことや釘などが出ていないことを確認

してください。

・ケーブル布設時は、ドラム巻き始め端の方縛や保護カバーをはずし、巻き始め端をフリ

ーな状態にしてください。また、ドラムの回転により巻き始め端よりケーブルが突き出

てくることがありますので、その際は突き出たケーブル部を保護しながら作業願います。

・ケーブルには、許容曲げ半径以下の曲がりやキンク（局所曲げ）が生じないようにして

ください。

・ケーブルは、許容張力以上の力で牽引しないでください。

・ケーブルを架設するときは、風圧荷重を考慮して架設条件を設定してください。

・布設時にケーブルを捻回させないようにしてください。

（3）設置時

・クロージヤへのケーブルの固定は、クロージヤの取り付け工法に従い、テンションメン

バや外被を確実に固定してください。

・ケーブル内の金属体は、帯電することがありますので適切な処置を施すようお願いします。

・光ファイバは、先端が鋭いので取扱いにご注意願います。
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成端接続用スプライスボックス
［sB－RME□］
仕　　様　　書

［EIAラック収納型］

1．適用範囲

本仕様書は、光ファイバケーブル用の成端接続用スプライスボックス（EIAラック収納型）について規定します。

1－1周囲環境条件

・温　度　：－20℃～十60℃
・湿　度　：20％RH～90％RH

1－2　設置場所

標準として屋内ラック（EIA規格）に収納します。

用ケーブル

S B －1孤・化1 SB－R M E2

入LLiカ ケー ブル本 数 4　 条 8　 条

接続 心線 数 24　 心 ∠18　 心

アダプタ数 （F C 型 、S C 型 、S T 型） 24　 個 48　 個

適 用ケーブル外 径 ¢8111111～ ¢1 と5111nl

注1）上記数量は、最大接続数量を表しており、実接続数量は別途ご指示によるものとします。
注2）接続心線種類は、単心線又は、4心テープ心線のどちらか一方のみとなります。
注3）アダプタは、FC型：KFC－AZ、SC型：KSCFRAZ、ST型：KST－Aを標準とします。

2．使用材料

本スプライスボックスに使用する利料を下表に示します。

Sl3－1くM E l S tうーR N m 三2

接 続 箱 本 体 1 組 1 組

熱 収 縮 補 強 体
単 心 線 用 ＊　 本 ＊　 本

4 心 テ ー プ 心 線 用 ＊　 本 ＊　 本

接 続 トレイ（6 心 又 は 5テ ー プ ／／トレイ） ＊　 枚 ＊　 枚

アダ プ タプ ラグ （F C 型 、S C 型 、S T 型 ア ダプ タ付 き） ＊　 ¶l ＊　 イ責

ブ ランクプ ラグ ＊　 個 ＊　 イ占

結 束 バ ン ド T 5 0 S －117 5　 本 10　 本

固 定 用 ビス （M 5 ） 1てD 7 5 － 1 2 K 5　 本 5　 本

注4）熱収縮補強困ま、単心線川又は、4心テープ心線用〝）どちらか一方のみ添付となります
叉、添付数量は単心線数叉はテープ枚数＋2本となります。

注5）接続トレイは、別途指定数量取付となります。
注6）アダプタプラグ、ブランクプラグは、別途指定数量取付となります。
注7）アダプタプラグ以外の部分には、ブランクプラグが取り付きます。
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3．品名・型名の指定方法

3－1一組分キット

本スプライスボックスの型名は、以下のように表します。

SH－RME　ロー［ココ　ロー［ココ　⊂仁王エコ［コー［ココーNN
l章「　　⑳　　面　「す．奇　1書「　奇　1≡「　面■　「訂‾　一面‾

0スプライスボックスの総称
⑳EIAラックマウント型（RilCkMouIIL－EIAtyr）C）
⑳1：1U型（高さ44111111）、2：2U型（高さ88mm）
○◎⑳　FC、SC、ST：アダプタ種類（取付順）

○○◎1～6：アダプタプラグ取付数（1U型）※1
1～12：アダプタプラグ取付数（2U型）霊室1

◎NJ：単心線
TP：4心テープ心線
⑳NN：アダプタプラグにナンバリング不要の時記入

・lU型

（室〕 ② 籾 ＋‡ （5） （㊥
［］ ［コ ［］ □ ［コ ［コ

①～⑥：プラグ位置

・2U型

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑲
［コ ［コ ［コ ［コ ［コ ［コ
（：室〕 ② （∋） ClT） （与） （6）
［コ ［コ ［コ ［コ ［コ ［コ

∝・～⑩：プラグ位置

※1＿・○○◎を併せてlU型最大6佃、2U型最大12個までプラグの取付が可能です。

・1種頬のアダプタが各プラグに4個実装されます。（SC型は2連形が2個実装されます。）
・アダプタプラグ以外の部分には、ブランクプラグが取り付きます。

（1）取付アダプタが1＿種類の時

例1］1U型、iTCアダプタ12個（プラグ3個）、ナンバリング無し
単心線用の場合
・SB－RME1－lTC3－NJ－NN

例2］］LJ型、SCアダプタ24個（プラグ6個）、4心テープ心緑川の場合

・ST3－RMtjI1－SC6－TP

例3］2U型、STアダプタ40個（プラグ10個）、ナンバリング無し
4心テープ心線用の場合
・S73－RME2rSTlOrTIL－NN

例4］2U型、FCアダプタ48個（プラグ12個）、単心線の場合

・SI3－RMT壬2－FC12～NJ

①②③①⑤⑥
匡∃匝】□匝］［コ［コ

庄〕塩）③包〕⑤（む
⊂］［コ巨］［コ□［コ

1～4　5～8　9～1213～1617・〉2021～24

⑦⑧⑨⑩⑪⑲
［コ□［コ□匝I匝∃

（i）垣．）（ラ）毎、）（与）（6）
□□臼［コ［コ［］

25一〉2829～3233′〉3637～4041－4445一〉48

⑦⑧小⑩⑪　麺）
匡】匡∃匡l□［コ［コ
①亨③④（9　⑥
匡∃□［コ□匡l匡∃

1′－4　5～8　9′〉1213～1617′〉2021～24
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（2）取付アダプタが複数種類の時

例5］1U型、FCアダプタ12個（プラグ3個）、SCアダプタ8個
（プラグ2個）、ナンバリング無し、単心線用の場合
・SIj－RMEl－FC3－SC2－NJ－NN

例6］1U型、FC、SC、STアダプタ各8個（プラグ各2個）
4心テープ心線用の場合
・SI3－Rh／上El－SC2－FC2－ST2岬TP

例7］2U型、ITCアダプタ40個（プラグ10個）、SCアダプタ4個
（プラグ川射、STアダプタ4個（プラグ1個）
ナンバリング無し、単心線用の場合

・SI〕－RME2－FC10－STl－SCl－NJ－NN

例8］2U型、STアダブ列2個（プラグ3個）、SCアダプタ12個
（プラグ3個）、4心テープ心緑川の場合

・SB－RMT工2－ST3－SC3－TP

3－2　パーツ

① ② 耳 ④ ⑤ ⑥
匡∃ 匡∃ ⊂］［コ ［コ ［コ

千 ② 耳 ④ 信） ⑥
［コ ［コ ⊂］匡l □ 匡】

1～4　　5～8　9～1213～1617～2021～24

LTJ ⑧（9）鋤1 直）固
［コ仁］仁］［コ［コ［コ

心②題l‡⑤⑥
匡∃匡∃［コ匡∃［コ［コ

予⑧沖節）・節⑩
［コ［コ□匝］巨］匝］
（主．1 ②十十鄭（与）佑）
［コ［コ回［コ［コ［コ

1～4　5～8　9～1213・し1617～2021～24

単品での部品追加の場合は、以下のように表します。

（1）アダプタプラグ（指定アダプタ4個付き）

SIうー［ココAP
l㌻■　「訂‾

0スプライスボックスの総称
◎FC、SC、ST：アダプタ種痔

・SB－FCAP　：アダプタプラグ　（FC型アダプタ4個付き）
・ST＿iWSCAT）　　　　　〝　　　（2連SC型アダプタ2個付き）
・SI3－STAP Jl　　　（ST型アダプタ4個付き）

（2）ブランクプラグ

SIj　－BP

「面「

0スプライスボックスの総称

（3）接続トレイ

Slj　－TRAY

「面「

0スプライスボックスの総称
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（4）熱収縮補強体

KP一3　　：単心線用
ⅠくⅠ〕・一一04T　：テープ心線用

（5）その他手配品

本スプライスボックス内部及び機器接続用に使用するコード頬は含まれておりません。
スプライスボックスご使用に際しては、別途手配が必要となります。

弓世奨するコード頬寸法（スプライスボックス内使用）
（お光コネクタ付コード

／
光アダプタ（FC、SC、ST型）

紬径単心コード又はナイロン心線

4．外観・形状

4－1外観・形状

本スプライスボックスの外観・形状を添付図に示します。

・SlうーRMEl　　：外観図　GNT〕993－1116LD
・SIjLRME2　　：外観図　GND993rll17①

4－2　塗装色

標準は黒艶消し（マンセルNl．5半ツヤ　レザートーン）です。
その他の色は、別途ご指定によります。
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成端接続用スプライスボックス
［sB－WM□□］
仕　　様　　書

［壁掛型］

1．適用範囲

本仕様書は、光ファイバケーブル用の成端接続用スプライスボックス（壁掛型）について規定します。

1－1周囲環境条件

・温　度　：－20℃～＋60℃
・湿　度　：20％RH～90％RH

1－2　設置場所

標準として屋内壁面に設置します。

1－3　適用ケーブル

SB －W M O8 SB －＼V M 16
入 出力ケーブル本数 2 条 4 条

接続 心線数 8 心 16 心

アダプタ数 （F C 型 、S C 型 、S T 型 ） 8 個 16 個

適 用ケーブル外径 d 8 ～ d l l杜4 ¢8 ～ ¢1 H

注1）上記数量は、最大接続数量を表しており、実接続数量は別途ご指示によるものとします。
注2）接続心線種類は、単心線又は、4心テープ心線のどちらか一方のみとなります。
注3）アダプタは、FC型：KFC－AZ、SC型：KSCF－AZ、ST型：ⅠくST冊Aを標準とします。
注4）入出力ケーブル本数が1条の場合、適用ケーブル外径は¢8～¢18Imnとなります。

2．使用材料

本スプライスボックスに使用する材料を下表に示します。

SB －W M O8 SB －W M 16

接続箱 本体 1 組 1 組

熱収縮 補強 体
単 心得 用 司く　本 司く　本
4 心テー プ心線 用 ＊　 本 ⇒く　本

接続 トレイ（6心 又は 5テープ／トレイ） ＊　 枚 ＊　 枚
アダプタプラグ （F C 型 、S C 型 、S T 型アダプタ付き） ＊　 個 ＊　 個

ブランクプラグ ＊　 個 司く　個

結束バ ンド T 5 0 S － W 3　 本 5　 本

銘板 1 枚 1 枚

注5）熱収縮補強体は、単心線用又は、4心テープ心線用のどちらか一方のみ添付となります
叉、添付数量は単心線数叉はテープ枚数＋2本となります。

注6）接続トレイは、別途指定数量取付となります。
注7）アダプタプラグ、ブランクプラグは、別途指定数量取付となります。
注8）アダプタプラグ以外の部分には、ブランクプラグが取り付きます。

5
　
5
　
e
U
　
7
　
8

注
注
注
注
注
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3．品名・型名の指定方法

3－1一組分キット

本スプライスボックスの型名は、以下のように表します。

SB－WM　ロコL□□
す‾　‾‾壱「　1茎「　‾‾す‾

ローロコ　ローロロ　ローロローNN
◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　⑳

0スプライスボックスの総称
⑳壁掛け型（WallMounttype）
⑳08：08型（8心用）、16：16型（16JL、用）
0◎◎FC、SC、ST：アダプタ種類（取付順）
◎○○1～2：アダプタプラグ取付数（08型）澤1

1～4：アダプタプラグ取付数（16型）享曇1
⑳NJ：単心線
TP：4心テープ心線
⑬NN：アダプタプラグにナンバリング不要の時記入

08型（アダプタパネル部）
①　②

［コ　ロ

①～②：プラグ位置

・16型（アダプタパネル部）

（D ② ③ ④
□ ［］ ［コ ⊂］

（丑～④：プラグ位置

※1・◎○○を併せて08型最大2個、16型最大4個までプラグの取付が可能です。
・1種類のアダプタが各プラグに4個実装されます。（SC型は2連形が2個実装されます。）
・アダプタプラグ以外の部分には、ブランクプラグが取り付きます。

（1）取付アダプタが1種類の時

例1］08型、SCアダプタ4個（プラグ1個）、ナン／刊ング無し
単心線用の場合
・SB－WMO8－SC1－NT－NN

例2］08型、STアダプタ8個（プラグ2個）、4心テープ心線用の場合

・SB－WMO8－ST2－TP

例3］16型、FCアダプタ12個（プラグ3個）、ナンバリング無し
4心テープ心線用の場合
・SB－WM16－FC3－TP－NN

例4］16型、SCアダプタ16個（プラグ4個）、単心根の場合

・SB－WM16WSC4－NJ

、、千、－　、士、

［コ［コ

0、2　、二1

［コ　ロ

1～4　　5～8

（i）② ③卓）
匡】［コ［コ［コ

の②③年）
□［コ［］ロ

1′・■4　5′－8　9へ′1213～16
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（2）取付アダプタが複数種類の時

例5］oB型、FCアダプタ4個（プラグ1個）、SCアダプタ4個
（プラグ1個）、ナンバリング無し、単心線用の場合
・SB－WMO8－FC1－SC1－NJuNN

例6］oH型、STアダプタ4個（プラグ1個）、FCアダプタ4個
4心テープ心線用の場合
・SB－WMO8－STILFC1－TP

例7］16型、STアダプタ12個（プラグ3個）、SCアダプタ4個
（プラグ1個）、ナンバリング無し、単心線用の場合

・SB－WM16▼ST3－SC1－NJ－NN

例8］16型、FC、SC、STアダプタ各4個（プラグ各1個）
4心テープ心緒用の場合

・SB－WM16－SCILFC1－ST1－TP

3【2　パーツ

①　②

［コ［コ

①　②

［］［］

1～4　　5～8

小享章亘
［コ回⊂］［コ

（り② 寸（吏）
［コ［コ⊂］巨］

ト〉4　　5′・・′8　9～1213～16

単品での部品追加の場合は、以下のように表します。

（1）アダプタプラグ（指定アダプタ4個付き）

SB uロコAP
l奇‾　1訂‾

0スプライスボックスの総称

◎FC、SC、ST：アダプタ種類

・SB～FCAP　：アダプタプラグ　（FC型アダプタ4個付き）

・SB－SCAP　　　　　／／　　（2連SC型アダプタ2個付き）

・SB～STAP　　　　　〝　　　（ST型アダプタ4個付き）

（2）ブランクプラグ

SB　－BP

‾面‾

0スプライスボックスの総称

（3）接続トレイ

SB　－TRAY

l「

0スプライスボックスの総称

（4）熱収縮補強体

KP－3
KP－04T

単心線用
テープ心線用
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（5）その他手配晶

本スプライスボックス内部及び機器接続用に使用するコード類は含まれておりません。
スプライスボックスご使用に際しては、別途手配が必要となります。

・推奨するコード類寸法（スプライスボックス内使用）
①光コネクタ付コード　　　　　　　／光アダプタ（FC、SC、ST型）

細径単心コード又はナイロン心根

4．外観・形状

4【1外観・形状

本スプライスボックスの外観・形状を添付図に示します。

・SB－WMO8　　：外観図　GND993－1114①
・SB－WM16　：外観図　GND993－1115①

4－2　塗装色

標準はライトベージュ（マンセル　5Y7／1半ツヤ）です。
その他の色は、別途ご指定によります。
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